
令
和
三
年
度
第
三
回
拡
大
役
員
会 

班
長
・
副
班
長
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。 

令
和
四
年
に
入
り
二
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
一
時
、
収
ま
り
か

け
た
と
思
わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界
中

に
蔓
延
し
て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
波
が
日
本
に
上
陸
し
、
急

激
に
感
染
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
予
断
を
許
さ
な
い
現
況
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
て
、
令
和
四
年
三
月
十
二
日
（
土
）

に
開
催
予
定
の
「
令
和
三
年
度
第
三
回
拡
大
役
員
会
」
は
、

町
会
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
考
慮
し
て
、
十
一
月
に
開
催
予
定

で
あ
っ
た
「
第
二
回
拡
大
役
員
会
」
に
引
き
続
き
、
中
止
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

首
都
直
下
型
地
震
は
、
三
十
年
以
内
に
七
十
％
の
確
率
で
発

生
す
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
何
時
襲
っ
て
く
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。 

近
年
で
は
、
日
本
各
地
で
、
台
風
に
よ
る
風
水
害
被
害
が
頻
繁 

に
発
生
し
て
い
ま
す
。 

「
災
害
は
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」
と
昔
か
ら
言 

わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
災
害
は
、
何
時
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。 

「
先
ず
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」「
自
助
」
で

あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

尚
、
杉
並
区
で
は
、
在
宅
で
の
避
難
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

ご
家
庭
が
無
事
の
場
合
に
は
避
難
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

令
和
三
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

「
拡
大
役
員
会
」
は
一
回
も
開
催
さ
れ
ず
、
班
長
・
副
班
長
の
皆

様
に
は
、
町
会
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
の
発
言
・
提
案

を
す
る
機
会
が
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
、
町
会
費
の
集
金
、
回
覧
・
町

会
便
り
の
配
布
や
パ
ト
ロ
ー
ル
が
主
な
業
務
と
な
っ
て
し
ま
い

誠
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。 

令
和
四
年
度
も
、
引
続
き 

班
長
・
副
班
長
を
勤
め
て
頂

く
こ
と
が
可
能
で
す
。 

今
後
と
も
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

会
長  

境 

禎
一 

議
題 

 

一
． 

令
和
四
年
度 

新
班
長
・
副
班
長
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田
高
志
理
事
よ
り 

（
一
）「
令
和
四
年
度 

班
長
・
副
班
長
の
推
薦
に
つ
い
て
の 

用
紙
を
配
布
し
、
次
年
度
の
選
任
を
依
頼
し
、
三
月 

三
十
一
日
（
木
）
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

（
二
）「
令
和
三
度
班
別
町
会
費
収
入
状
況
」 

一
覧
表
を
配
布
し
、
三
月
三
十
一
日
（
木
）
ま
で
に 

集
金
を
終
了
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

二
．
一
年
間
の
反
省
と
感
想
に
つ
い
て
（
意
見
・
要
望
な
ど
） 

 
 
 
 
 
 
 

樋
口
志
津
子
副
会
長
よ
り 

記
入
用
紙
を
配
布
し
、
三
月
三
十
一
日
（
木
）
ま
で
に
、 

 
 
 

意
見
・
要
望
な
ど
を
記
入
し
、
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

し
た
。 

 

三
．
環
境
衛
生
関
連
に
つ
い
て 

 
 

鶴
見
康
正
理
事
よ
り 

 
(

一) 

駆
虫
剤
散
布 

 
 
 
 

令
和
三
年
度
の
駆
虫
剤
散
布
は
、
令
和
三
年
七
月
十 

八
日
（
日
）
の
午
前
八
時
か
ら
午
前
中
に
か
け
て
、
町
内 

を
北
と
南
に
分
け
、
ボ
ウ
フ
ラ
が
わ
き
や
す
い
町
内
の 

雨
水
桝
や
水
た
ま
り
な
ど
を
重
点
に
散
布
し
ま
し
た
。 

 
 
(

二) 

ゴ
ミ
集
積
所 

 
 
 
 

ゴ
ミ
集
積
所
の
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
や
整
理
環
境
は 

以
前
に
比
べ
て
改
善
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
町
内
の
方
の
ご
尽
力
に 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

以
前
か
ら
問
題
が
あ
っ
た
環
状
七
号
線
沿
い
の
ゴ
ミ 

集
積
所
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
関
連
す
る
役
所
、 

住
民
と
町
会
が
協
議
し
、
新
た
な
ゴ
ミ
集
積
所
の
設
置 

な
ど
の
対
応
策
を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

 
 

破
損
し
、
古
く
な
っ
た
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
は
交
換
し
ま
す 

又
、
折
り
畳
み
式
防
鳥
用
ボ
ッ
ク
ス
は
、
申
請
し
・ 

 
 

納
入
す
る
に
三
ヶ
月
か
か
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
出 

て
下
さ
い
。 

ゴ
ミ
集
積
所
に
備
え
て
い
る
箒
・
塵
取
り
が
紛
失
し 

て
い
る
場
合
は
支
給
し
ま
す
。
環
境
衛
生
担
当
役
員 

も
し
く
は
お
近
く
の
町
会
役
員
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

 

 

２０２２ 

３月 

２５４号 

 



 
四
．
防
災
関
連 

 
 

 
 
 
 
 
 

狩
野
文
雄
理
事
よ
り 

（
一
）
町
会
が
保
有
し
て
い
る
防
災
用
品
・
備
品
を
倉
庫
別 

（
や
な
ぎ
公
園
防
災
倉
庫
、
朝
日
生
命
防
災
倉
庫
、
杉
並
第
三
小

学
校
防
災
倉
庫
）
に
添
付
の
よ
う
に
棚
卸
し
・
確
認
し
ま
し
た
。 

 

（
二
）
防
災
備
品
の
購
入
に
つ
い
て 

 

候
補
と
し
て 

折
り
畳
み
式
ヘ
ル
メ
ッ
ト 

単
価 

五
千
八
百
円 

十
五
個 

 

そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
防
災
要
品
・
備
品
を
提
案
し
て

く
だ
さ
い
。 

 五
． 

防
犯
関
係 

 
 
 
 
 

磯
崎
隆
男
理
事
よ
り 

（
一
）
振
込
詐
欺 

杉
並
区
内
で
は
依
然
と
し
て
特
殊
詐
欺
被
害
が
多
数
発

生
し
て
い
ま
す
。
特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

ま
ず
手
口
を
知
る
こ
と
で
す
。 

特
殊
詐
欺
の
き
っ
か
け
の
ほ
と
ん
ど
が
電
話
で
す
。 

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
電
話
に
出
な
い
こ
と
で
対 

策
で
き
ま
す
。 

（
二
）
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル 

町
会
で
は
、
毎
月
三
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま 

す
。
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
十
名
前
後
で
、
暑
い
中
、
寒
い 

中
パ
ト
ロ
ー
ル
と
ゴ
ミ
拾
い
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
な
が
ら
、
参
加
者
が
高
齢
化
し
て
徐
々
に
減
っ
て 

き
て
い
ま
す
。 

町
会
の
皆
様
に
は
、
是
非
と
も
、
町
会
パ
ト
ロ
ー
ル
に 

参
加
し
て
頂
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
三
） 

巡
回
連
絡
カ
ー
ド 

杉
並
警
察
署
か
ら
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
の
記
載
に
協
力

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。 

記
載
し
た
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
は
、
下
記
の
よ
う
な
非
常
の

場
合
に
活
用
し
ま
す
。 

① 
 

火
災
や
地
震
に
よ
り
被
害
に
遭
っ
た
時 

② 
 

外
出
先
で
、
家
族
が
事
件
や
事
故
に
遭
っ
た
時 

 

六
．
「
町
会
お
花
見
」
の
開
催
時
期
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
例
年
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
朝
日
生
命
研
修
セ
ン
タ
ー
が
改
修
工
事

を
行
う
こ
と
を
考
慮
し
て
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

七
．
「
定
期
総
会
」
の
日
程
に
つ
い
て 

 

定
期
総
会
は
、
令
和
三
年
は
五
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
六

時
半
よ
り
ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

三
月
・
四
月
行
事
日
程 

【
町
会
】 

拡
大
役
員
会 

三
月
十
二
日
（
土
）
十
八
時
三
十
分 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

 
 
 
 
 

中
止 

 

【
防
災
】 

春
の
火
災
予
防
週
間 

三
月
一
日
（
火
）
～
三
月
七
日
（
月
） 

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練 

三
月
十
一
日
（
水
） 

十
一
時 

「
三
月
十
一
日
を
忘
れ
な
い
」
三
月
十
一
日
（
水
）
十
一
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催
場
所
未
定 

「
防
災
訓
練
を
兼
ね
た
町
会
の
お
花
見
」 

四
月
上
旬 

中
止 

防
災
市
民
組
織
連
絡
協
議
会
理
事
会 

 

三
月
十
四
日
（
月
） 

十
時 

杉
並
区
役
所 

 
 
 
 
 
 

【
文
化
活
動
】 

書
道
同
好
会 

三
月
四
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 

三
月
十
八
日
（
金
）
十
八
時
～ 

 
 
 
 
 
 

四
月
一
日
（
金
）・
十
五
日
（
金
）
十
八
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

 
 
 
 
 
 

写
経
の
会 

三
月
八
日
（
火
）・
二
十
二
日
（
火
）
十
九
時
～ 

 
 
 
 
 

四
月
十
二
日
（
火
）・
二
十
六
日
（
火
）
十
九
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

 
 
 
 
 
 
 

【
学
校
支
援
本
部
】 

学
校
支
援
本
部 

事
務
局
会
議 

三
月
二
十
三
日
（
水
）
十
時
～ 

Ｃ
Ｓ
会
議 

三
月
十
三
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分 

 
 
 

杉
並
第
三
小
学
校
屋
上
環
境
整
備 

三
月
十
三
日
（
日
）・ 

四
月
十
日
（
日
） 

九
時 

高
南
中
学
校
卒
業
式 

三
月
十
八
日
（
金
） 

十
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 

列
席
者
を
制
限
し
て
開
催 

杉
並
第
三
小
学
校
卒
業
式 

三
月
二
十
五
日
（
金
）
十
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 

列
席
者
を
制
限
し
て
開
催 

 

【
イ
ベ
ン
ト
】 

蚕
糸
の
森
ま
つ
り 

三
月
二
十
七
日
（
日
） 

 
 

中
止 

【
パ
ト
ロ
ー
ル
】 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
と
地
域
清
掃
活
動 

 

三
月
三
日
（
木
）
十
三
日
（
日
） 

 
 
 

十
六
時
～ 

四
月
四
日
（
月
）・
十
四
日
（
木
） 

 
 

十
七
時
～ 

 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル 

三
月
二
十
三
日
（
水
） 

四
月
二
十
四
日
（
日
） 

十
九
時
～ 


